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	応用
	抗原情報
	背景
	メラノーマ関連抗原（変異）1（MUM1、EXPAND1）は、間期染色体のクロマチン構造の維持に関与するPWWPドメイン含有クロマチン結合タンパク質である。転写活性化因子。MHCクラスIプロモーターのインターフェロン刺激応答エレメント（ISRE）に結合します。PU.1とともに、免疫グロブリンラムダ軽鎖エンハンサーに結合します。リンパ系細胞に特異的なISRE標的シグナル伝達機構において役割を果たしていると考えられます。免疫細胞においてBATF-JUNBヘテロダイマーと複合体を形成し、CD8(+)樹状細胞の分化に関与し、免疫特異的調節エレメントであるAICE配列（5'-TGAnTCA/GAAA-3'）の認識に続き、BATFとIRF4が協調的に結合し、遺伝子が活性化されます（類似性による）。
	研究分野
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	Daudi 細胞溶解物中の MUM1 発現のウェスタン ブロット分析。

